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Shuliang ら[5]は，平行にスキャンされた 80 枚の























図 2  手法[6]による 3 次元眼底形状再構成結果 
 
3．断面画像の位置合わせ手法 








































を Z 軸，原点から鼻側に向かう軸を X 軸，X，Z 軸
とそれぞれ直交していて，右手系となるように Y 軸
を設定する．また，OCT 断面画像の左下を原点とし，







また，図 7(b)に示すように，スキャン角度 iφ の断面
画像の u 軸
iφ
u と 0°断面画像の u 軸 0u とのなす角








(a) 眼球座標系       (b) 断面画像座標系 









(a) 0°断面画像   (b) φ[deg.]断面画像 
図 7 OCT 断面画像の初期配置 
 
3.2 断面画像配置のパラメータ 
図 8(a)に示すように，眼球の半径を R とし，眼球
運動を 3 軸の回転（Y 軸中心の回転 dξ1，X 軸中心の














(a) 眼球運動パラメータ (b)平行移動パラメータ 







(a) スキャン軌跡   (b) 始点の拡大図 
図 9 スキャン軌跡とその始点 
 
4. 断面画像位置合わせの目的関数 
 各 OCT 断面画像の位置合わせのために，式(1)
に示すように，眼底表面の高さを一致させる目的関






















































f は 2 つ


















                     
STEP 1: RPE 層末端点の抽出 





STEP 2: 近似平面への投影 
 RPE 層末端点の xyz 座標から，主成分分析により
近似平面 Sを算出し，末端点をその平面に投影する． 
 
STEP 3: 最小二乗法による近似楕円の算出[8] 
 投影した二次元座標 ),( ts を用いて，最小二乗法に










 図 10 に示すように，RPE 層末端点 ),( ii ts と近似
楕円上の点との誤差を算出する．すなわち，近似楕


















図 10 RPE 層末端点と眼底形状との誤差 
 
5．適用例 
 図 11 に示す眼底部を模擬した眼底モデルデータ
を用いて，提案手法を適用する．眼底モデルデータ
から，スキャン開始位置のずれと眼球運動によるず







す． GA オペレータを表 2 に示す。なお，0°断面
画像を位置の基準とするため，0°断面画像には，ず
れを与えず，GA で最適化を行う際も，動かさない． 























































































 (a)眼底モデル      (b)断面画像 
図 11 眼底モデルデータ 
表 1 与えたずれ 
 












(a)位置合わせなし  (b)従来手法    (c)提案手法 
図 12 位置合わせ結果(du のみ) 
 








(a) 位置合わせなし   (b) 提案手法 
図 13 位置合わせ結果(dξ1のみ)  
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